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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生確保の見通し 

１）定員充足の見込み 

理工学研究科は，現在の理工学教育部からの改組により設置する研究科であり，入学者

の属性についても基本的には改組前の組織とほぼ同じとなることを想定している。その

ため，理工学研究科の入学定員は，改組元となる理工学教育部の各専攻の入学者の実績

に加えて，基礎となる学部のうち平成30年度に新設した都市デザイン学部からの進学者

想定を踏まえて，288名（プログラムごとの募集人数は表１）に設定した。 

なお，令和4年度4月に，本研究科と大学院人文社会芸術総合研究科との連係による研究

科等連係課程実施基本組織「持続可能社会創成学環」及び本研究科と大学院総合医薬学研

究科との連係による「医薬理工学環」を設置予定であるが，研究科等連係課程実施基本組

織の収容定員は，連係協力研究科等の収容定員の内数とする必要があることから，持続可

能社会創成学環に対しては10名，医薬理工学環に対しては，29名の入学定員を拠出する。 

 

   表１ 理工学研究科理工学専攻 プログラム別の募集人数 

プログラム名 募集人数 

数理情報学プログラム 34 

物理学・応用物理学プログラム 18 

生命・物質化学プログラム 39 

地球生命環境科学プログラム 36 

メカトロニクスプログラム 74 

マテリアル科学工学プログラム 26 

都市・交通デザイン学プログラム 16 

先端クリーンエネルギープログラム 6 

持続可能社会創成学環への拠出分 10 

医薬理工学環への拠出分 29 

総計 288 

 

① 学内学生に対するアンケート結果，② 学外からの入学者の実績，③ 改組前の組

織全体の入学者の実績・充足状況，④ 基礎となる学部の新設の４つの観点から総合的

に判断すると，⑤理工学研究科理工学専攻の定員充の見込みのとおり，本研究科の入学

定員288名（関係する学環へ拠出する入学定員を含む）は，充足できる見込みがある。 
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①学内学生に対するアンケート結果 

本研究科への入学者は、これまでの実績から判断して、本学の理学部，工学部及び平成

30年度に新設した都市デザイン学部（以下，「理工系学部」という。）の卒業生が大半を占

めると予想される。そのため、本研究科が設置された際に，ストレートで入学することが

見込まれる４年制学士課程の３年次の学生（本学の令和３年１月時点）を中心にアンケー

トを実施した結果，本研究科の各プログラムに「ぜひ入学したい」と回答した人数の合計

は，合計274名相当であった（資料１，２）。 

本研究科が連係協力研究科となる研究科等連係課程実施基本組織である，「持続可能社

会創成学環」及び「医薬理工学環」は同時期に設置予定であるため，アンケートの結果を

内数の設定の目安とする。「持続可能社会創成学環」の各プログラムを希望する理工系学

部の学生の合計は14名相当であり，「医薬理工学環」の各プログラムを希望する理工系学

部の学生の合計は32名相当であった。 

 

 ②学外からの入学者の実績 

本研究科の改組元である理工学教育部の学外からの入学者については，平成28年から

令和２年度の５年間の平均で21名である。 

 

 ③改組前の組織全体の入学者の実績 

本研究科の改組元である理工学教育部の入学者については，平成28年から令和２年度

の５年間の平均で272名（入学定員217名）であり，5年間の平均定員充足率は1.25倍，平

均超過数は53.8名となっている。 

 

④基礎となる学部の新設 

本学は，平成30年度に理工系学部として「都市デザイン学部」を新設しており，当該学

部からの進学者の大幅増が見込まれる。学科とその分野（理学系，工学系）及び分野ごと

の想定進学者数は次のとおりである。 

  地球システム科学科（入学定員40名） 

・本学の理学系の平均内部進学率（H28-R2入）32％＝13名 

  都市・交通デザイン学科（入学定員40名） 

・本学の工学系の平均内部進学率（H28-R2入）43％＝17名 

  材料デザイン工学科（入学定員60名） 

・本学の工学系の平均内部進学率（H28-R2入）43％＝26名 

計 56名 

 

⑤理工学研究科理工学専攻の定員充足の見込み 

 理工学研究科理工学専攻の各プログラムの定員確保の想定人数は295名（①学内学生に対

するアンケート結果より274名，②学外からの入学実績より21名）である。 
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また，理工学研究科は現在の理工学教育部修士課程の改組により設置する研究科であり,

入学者の属性についても基本的には改組前の組織とほぼ同じになることを想定している。 

基礎となる学部の新設により，進学者増加を十分見込まれることから，充足可能な水準で定

員設定である考えられる。 

 

217名（改組前組織の入学定員） 

＋ 56名（都市デザイン学部の新設に伴う増加） 

＋ 49名（理工学教育部の超過数53.8名の9掛け） 

－ 34名（重複する地球科学専攻及び材料機能工学専攻の実績分） 

     288名 

 

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

１）で定員充足の見込みを説明するために使用したデータについて，次のとおり詳細を

説明する。 

 ①学内学生に対するアンケート結果 

本研究科が設置された際にストレートで入学することが見込まれる本学の令和３年１

月時点で４年制学士課程の３年次の学生中心に，オンラインによる説明会を実施の上，併

せてアンケートを実施した（資料１，２）。 

アンケートへの回答は，全部で1,575件あり，うち1,250件が３年次の学生である。さら

に，３年次の学生のうち，「本学大学院（修士，博士前期）への進学を考えている」と回

答した学生は360名であり，理工学研究科の下に置く各プログラムに「ぜひ入学したい」

と回答した者の数は，次のとおりである（表２）。 

 

表２ 本研究科への進学希望者のプログラム別内訳 

プログラム名 進学希望者数（名） 

数理情報学プログラム 23 

物理学・応用物理学プログラム 24 

生命・物質化学プログラム 33 

地球生命環境科学プログラム 30 

メカトロニクスプログラム 67 

マテリアル科学工学プログラム 24 

都市・交通デザイン学プログラム 15 

先端クリーンエネルギープログラム 6 

総計 222 
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なお，今回の全学的な大学院改組では，２つ以上の研究科の緊密な連係による研究科等

連係課程実施基本組織を設置する構想としており，連係元の研究科と研究科等連係課程

実施基本組織との間で，はっきりと決めきれない学生が出ることが想定されたため「㉑ど

のプログラム・研究科連係課程にするか迷っている」の選択肢を設け，具体的な組合せを

回答させている。この回答を選択した場合は，組合せの内容を按分してそれぞれのプログ

ラム等に加算した。按分したものを加算した結果は，次のとおりである（表３）。 

 

 表３ 本研究科への進学希望者のプログラム別内訳（按分を加算） 

プログラム名 
学環を考慮した

進学希望者数 

数理情報学プログラム 25 

物理学・応用物理学プログラム 24 

生命・物質化学プログラム 34 

地球生命環境科学プログラム 31 

メカトロニクスプログラム 68 

マテリアル科学工学プログラム 25 

都市・交通デザイン学プログラム 15 

先端クリーンエネルギープログラム 6 

医薬理工学環 創薬・製薬工学プログラム 8 

医薬理工学環 応用和漢医薬学プログラム 5 

医薬理工学環 認知・情動脳科学プログラム 9 

医薬理工学環 メディカルデザインプログラム 10 

持続可能社会創成学環 社会データサイエンスプログラム 5 

持続可能社会創成学環 グローバル SDGｓプログラム 9 

総計 274 

 

②学外からの入学者の実績 

本研究科の改組元である理工学教育部の学外からの入学者については，平成28年度か

ら令和２年度の５年間の内訳は次のとおりである（表４）。理工学教育部全体の学外から

の入学者数の過去５年間の平均は，21.2人となっている。 

 

表４ 理工学教育部における過去５年間の学外からの入学状況     （単位：人） 

領域 専攻 H28 H29 H30 R1 R2 合計 平均 

理 学

領域 

数学専攻 0 0 0 0 0 0 0.0 

物理学専攻 0 0 1 0 0 1 0.2 

 学生の確保の見通し等－5



化学専攻 2 0 1 2 1 6 1.2 

生物学専攻 2 0 0 0 0 2 0.4 

地球科学専攻 0 0 0 2 1 3 0.6 

生物圏環境科学専攻 3 2 2 3 0 10 2.0 

理学領域小計 7 2 4 7 2 22 4.4 

工 学

領域 

電気電子システム工学専攻 3 1 1 1 2 8 1.6 

知能情報工学専攻 4 6 11 7 13 41 8.2 

機械知能システム工学専攻 5 1 3 2 3 14 2.8 

生命工学専攻 0 1 0 0 3 4 0.8 

環境応用化学専攻 2 1 3 2 4 12 2.4 

材料機能工学専攻 1 0 2 1 1 5 1.0 

工学領域小計 15 10 20 13 26 84 16.8 

総計 22 12 24 20 28 106 21.2 

 

 理工学研究科の各プログラムは，改組前組織の理工学教育部の各専攻と一対一の関係

ではない。理工学教育部各専攻と理工学研究科の各プログラムの対応及び各プログラム

の学外からの想定入学者数は表５，表６のとおりである。 

 

表５ 理工学教育部各専攻と理工学研究科の各プログラムの対応と学外入学者数 

専攻 対応するプログラム 
過去5年間の 

平均学外入学者数 

数学専攻 数理情報学プログラム 0 

物理学専攻 物理学・応用物理学プログラム 0.2 

化学専攻 生命・物質化学プログラム １ 

生物学専攻 地球生命環境科学プログラム 0.2 

地球科学専攻 地球生命環境科学プログラム 0.6 

生物圏環境科学専攻 地球生命環境科学プログラム ２ 

電気電子システム工学専攻 メカトロニクスプログラム 1.6 

知能情報工学専攻 数理情報学プログラム 8.2 

機械知能システム工学専攻 メカトロニクスプログラム 2.8 

生命工学専攻 生命・物質化学プログラム 0.8 

環境応用化学専攻 生命・物質化学プログラム 2.4 

材料機能工学専攻 マテリアル科学工学プログラム 1 
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 表６ 各プログラムの学外からの想定入学者数 

プログラム名 
対応プログラム合計 

（四捨五入） 

数理情報学プログラム 8 

物理学・応用物理学プログラム 0 

生命・物質化学プログラム 4 

地球生命環境科学プログラム 3 

メカトロニクスプログラム 4 

マテリアル科学工学プログラム 1 

 

③改組前の組織全体の入学者の実績 

本研究科の改組元である理工学教育部の入学者については，平成28年から令和２年度

の５年間の内訳は次のとおりである（表７，８）。理工学教育部全体の入学者については，

平成28年から令和２年度の５年間の平均で272名である。5年間の平均入学定員充足率は

1.25倍となっており，十分な入学定員充足率を確保している。 

理学領域と工学領域で見た場合，理学領域では平成28年から令和２年度の５年間で，入

学定員64名に対して入学者数の平均が77名，5年間の平均入学定員充足率は1.20倍となっ

ており，工学領域では平成28年から令和２年度の５年間で，入学定員153名に対して入学

者数の平均が195名，5年間の平均入学定員充足率は1.28倍となっている。いずれの領域に

おいても十分な入学定員充足率を確保している。 

各専攻別では，平成28年から令和２年度の５年間の平均入学定員充足率を見た場合，数

学専攻と地球科学専攻でそれぞれ0.90倍，0.98倍と定員を若干下回っている専攻があるも

のの，それ以外の物理学専攻，化学専攻，生物学専攻，生物圏環境科学専攻，電気電子シ

ステム工学専攻，知能情報工学専攻，機械知能システム工学専攻，生命工学専攻，環境応

用化学専攻，材料機能工学専攻の各専攻では，それぞれ1.20倍，1.52倍，1.37倍，1.10倍，

1.30倍，1.27倍，1.33倍，1.40倍，1.12倍，1.21倍と十分な入学定員充足率を確保してい

る。 

表７ 理工学教育部（修士課程）領域別の過去５年間の入学志願状況 

領域 区分 H28 H29 H30 R1 R2 平均 

理学領域 志願者数 106 98 116 98 84 100.4 

受験者数 104 94 112 93 80 96.6 

合格者数 95 86 95 86 74 87.2 

入学者数 84 76 87 77 61 77.0 

入学定員 64 64 64 64 64 64.0 

入学定員充足率 1.31 1.19 1.36 1.20 0.95 1.20 

工学領域 志願者数 216 202 221 234 225 219.6 
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受験者数 210 200 215 227 221 214.6 

合格者数 197 192 211 218 211 205.8 

入学者数 192 178 199 205 202 195.2 

入学定員 153 153 153 153 153 153.0 

入学定員充足率 1.25 1.16 1.30 1.34 1.32 1.28 

理工学教

育部（修

士課程） 

志願者数 322 300 337 332 309 320.0 

受験者数 314 294 327 320 301 311.2 

合格者数 292 278 306 304 285 293.0 

入学者数 276 254 286 282 263 272.2 

入学定員 217 217 217 217 217 217.0 

入学定員充足率 1.27 1.17 1.32 1.30 1.21 1.25 

 

 

表８ 理工学教育部（修士課程）専攻別の過去５年間の入学志願状況 

領域 専攻 区分 H28 H29 H30 R1 R2 平均 

理学 

領域 

数学

専攻 

志願者数 10 11 11 11 7 10.0 

受験者数 10 9 8 11 6 8.8 

合格者数 9 9 8 11 6 8.6 

入学者数 9 7 6 9 5 7.2 

入学定員 8 8 8 8 8 8.0 

入学定員充足率 1.13 0.88 0.75 1.13 0.63 0.90 

物理

学専

攻 

志願者数 23 21 17 20 12 18.6 

受験者数 21 20 17 19 11 17.6 

合格者数 18 18 13 17 10 15.2 

入学者数 17 17 13 16 9 14.4 

入学定員 12 12 12 12 12 12.0 

入学定員充足率 1.42 1.42 1.08 1.33 0.75 1.20 

化学

専攻 

志願者数 27 22 33 18 17 23.4 

受験者数 27 22 33 17 17 23.2 

合格者数 23 18 26 16 16 19.8 

入学者数 21 16 24 16 14 18.2 

入学定員 12 12 12 12 12 12.0 

入学定員充足率 1.75 1.33 2.00 1.33 1.17 1.52 

生物

学専

攻 

志願者数 16 17 27 21 17 19.6 

受験者数 16 17 26 21 17 19.4 

合格者数 16 15 20 17 17 17.0 
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入学者数 16 15 20 16 15 16.4 

入学定員 12 12 12 12 12 12.0 

入学定員充足率 1.33 1.25 1.67 1.33 1.25 1.37 

地球

科学

専攻 

志願者数 14 12 15 18 20 15.8 

受験者数 14 12 15 15 18 14.8 

合格者数 13 12 15 15 15 14.0 

入学者数 6 9 12 12 10 9.8 

入学定員 10 10 10 10 10 10.0 

入学定員充足率 0.60 0.90 1.20 1.20 1.00 0.98 

生物

圏環

境科

学専

攻 

志願者数 16 15 13 10 11 13.0 

受験者数 16 14 13 10 11 12.8 

合格者数 16 14 13 10 10 12.6 

入学者数 15 12 12 8 8 11.0 

入学定員 10 10 10 10 10 10.0 

入学定員充足率 1.50 1.20 1.20 0.80 0.80 1.10 

工学

領域 

電気

電子

シス

テム

工学

専攻 

志願者数 49 53 47 55 41 49.0 

受験者数 48 52 47 52 40 47.8 

合格者数 43 48 45 48 38 44.4 

入学者数 41 46 44 47 37 43.0 

入学定員 33 33 33 33 33 33.0 

入学定員充足率 1.24 1.39 1.33 1.42 1.12 1.30 

知能

情報

工学

専攻 

志願者数 35 34 47 46 41 40.6 

受験者数 33 34 45 45 40 39.4 

合格者数 33 34 44 45 35 38.2 

入学者数 30 30 40 37 35 34.4 

入学定員 27 27 27 27 27 27.0 

入学定員充足率 1.11 1.11 1.48 1.37 1.30 1.27 

機械

知能

シス

テム

工学

専攻 

志願者数 50 37 51 47 58 48.6 

受験者数 48 37 48 46 56 47.0 

合格者数 47 34 47 45 56 45.8 

入学者数 47 32 44 43 53 43.8 

入学定員 33 33 33 33 33 33.0 

入学定員充足率 1.42 0.97 1.33 1.30 1.61 1.33 

生命

工学

専攻 

志願者数 32 25 28 32 28 29.0 

受験者数 32 24 27 31 28 28.4 

合格者数 26 24 27 31 28 27.2 
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入学者数 26 20 25 31 24 25.2 

入学定員 18 18 18 18 18 18.0 

入学定員充足率 1.44 1.11 1.39 1.72 1.33 1.40 

環境

応用

化学

専攻 

志願者数 25 29 27 28 27 27.2 

受験者数 24 29 27 28 27 27.0 

合格者数 23 28 27 24 24 25.2 

入学者数 23 27 27 22 24 24.6 

入学定員 22 22 22 22 22 22.0 

入学定員充足率 1.05 1.23 1.23 1.00 1.09 1.12 

材料

機能

工学

専攻 

志願者数 25 24 21 26 30 25.2 

受験者数 25 24 21 25 30 25.0 

合格者数 25 24 21 25 30 25.0 

入学者数 25 23 19 25 29 24.2 

入学定員 20 20 20 20 20 20.0 

入学定員充足率 1.25 1.15 0.95 1.25 1.45 1.21 

 

④基礎となる学部の内部進学率 

本研究科の基礎となる学部である，理学部及び工学部の過去５年間の内部進学状況は

表９のとおりであり，平均内部進学率は理学部が約32%、工学部が約43％となっている。 

理工学研究科は理工学教育部を改組することにより設置するもので、改組後の理工学

研究科においても，従来通り本学の理学部及び工学部からの同様の割合で進学者すると

想定している。 

また，平成30年度新設の都市デザイン学部からの進学については，各学科の分野及び理

学部、工学部の実績から、56名が進学すると想定している。（p3.「④基礎となる学部の新

設」で説明のとおり。） 

 

表９ 理学部、工学部における過去５年間の内部進学状況     （単位：人） 

専攻 区分 H28 H29 H30 R1 R2 平均 

理学部 卒業生数※（人） 222 226 236 222 217 224.6 

内部進学者数（人） 77 74 83 70 59 72.6 

内部進学率（％） 34.7 32.7 35.2 31.5 27.2 32.3 

工学部 卒業生数※（人） 416 417 419 435 408 419 

内部進学者数（人） 177 168 177 193 176 178.2 

内部進学率（％） 42.5 40.3 42.2 44.4 43.1 42.5 

※「卒業生数」は前年度の数値としている。 
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３）学生納付金設定の考え方 

「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令」に基づき，本学が定める「富山大学

における授業料その他の費用に関する規則」（資料４）のとおり，年額535,800円を設定す

る。 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

  本研究科は，学生確保に向け，養成する人材像や当該人材を育成するための特徴的なカ

リキュラム等を紹介すべく，研究科としての公式ウェブサイトを開設するほか，パンフレ

ットを作成し，学内外に配布する。また，大学院進学・入学説明会を会場形式・オンライ

ン形式の両方で開催し，積極的に広報するとともに，本研究科の魅力を積極的にアピール

する。また，本学の理工系学部において，各プログラムの教員配置，教育目標及びカリキ

ュラムについて説明を行い，本学からの内部入学者確保に努める。 

 

２ 人材需要の動向等社会の養成 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

理工学研究科では，高度専門職業人の養成を目指し，「豊かな学識，英語力，論理的思

考力及び様々な課題を多面的な視点で捉える俯瞰力を基盤とし，理工学分野における高

度な専門知識と研究能力，高度の専門性を要する職業に必要な実践的能力及び研究倫理

に関する規範意識を身に付け，新たな理工学の知を創造し，更なる価値を生み出し，社会

が直面する課題に解決策を提示できる能力を備えた人材」を養成することを目的とする。 

 

（２）社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

１）理工学分野に関する国際的状況・動向 

「2020年版ものづくり白書」（令和2年5月経済産業省 厚生労働省 文部科学省）におい

ては，不確実性の高まる世界における我が国製造業の現状と課題を分析し，不確実性に対

応するためには，製造業の企業変革力（ダイナミック・ケイパビリティ）を高める必要が

あり，その際デジタル化が有効であることが述べられ，デジタル化により製造業の設計力

を強化し，企業変革力を高めて不確実性に対処するための方向性が示されていた。このよ

うに，デジタル化やデータ活用に見られるようなデジタルトランスフォーメーション

（DX）の推進による企業変革の必要性が強く求められており，そのようなイノベーショ

ンを可能とする人材養成を可能とする理工融合の新分野創出が求められている。 

 

２）理工学分野に関するわが国における状況 

我が国の社会や世界は，かつてない速さで変化し続けている。そうした中，「第５期科

学技術基本計画」（平成28年１月22日閣議決定）においては，我が国が目指すべき未来社

会の姿として「Society 5.0」が提唱され，非連続なイノベーションの創出と大学院教育改

革を通じたそれを支える人材の育成が示されている。近年，科学技術のなかでも情報工学
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の急速な進歩により，「Society 5.0」を牽引する，幅広い分野の連携や融合によるイノベ

ーションが強く求められつつある。また，世界的な環境問題の意識の高まりから，SDGs

の達成といった，環境・エネルギー問題の解決も強く求められている。 

特に，自然科学を応用した技術革新においては，自然科学的な原理の裏付けが明確で，

実用化される技術に関して，社会的に説明責任を果たすことができ，安心で安全に社会実

装できることが重要になってきている。したがって，高等教育における理工系人材の育成

に関しても，理学的な真理の追求と工学的な技術の社会実装が表裏一体であるという，ま

さに理学と工学の相補的な学問センスを身に付けた人材育成が重要になってきている。 

 

３）理工学研究科の各分野に関する社会的ニーズ 

産業界においては新分野の創出とイノベーションが求められる一方で、環境・エネルギ

ー問題の解決も強く求められる今日において、それらの課題を解決でき，新たな社会で必

要とされる高度な能力を育成することが求められている。本研究科では理学系と工学系

の両分野を融合して、以下のような人材育成を行う新しい教育プログラムを展開する。 

 

① 数理情報学プログラム 

数学の基礎的素養と情報学の素養を身に付け，幅広い数理情報学の知識，思考力，問題

解決能力を持ち，これからの高度情報化社会を担うことができる人材を育成 

② 物理学・応用物理学プログラム 

素粒子から宇宙に至る物質の本質を探究する物理学を理解し，物性物理や固体物理等

の応用物理学の学修を通じて，実社会に実装された物質に対する洞察力，思考能力を身に

付け，問題提起・問題解決に向けて行動できる高度専門職業人を育成  

③ 生命・物質化学プログラム 

生命科学と，化学の基礎から応用を包括する物質化学における幅広い知識，思考力，問

題解決能力を有する高度理工系人材を育成 

④ 地球生命環境科学プログラム 

地球・生命・環境の絡み合う課題を俯瞰でき，地球科学，生物科学，環境科学について，

高度で幅広い知識と思考力を有する高度理工系人材を育成  

⑤ メカトロニクスプログラム 

電磁気学や各種力学等の自然科学の基礎を理解し，電気電子工学と機械工学の幅広い

知識と問題解決能力を持つ人材を育成  

⑥ マテリアル科学工学プログラム 

材料科学とその関連分野において，「“人”と“地”の健康」に安全・安心社会を構築する

材料研究者・エンジニアや，マテリアル革新力を支えるグローバルリーダーを育成 

⑦ 都市・交通デザイン学プログラム 

都市・交通デザイン学の専門的知識を有し，データサイエンスの高度な利用により，ハ

ード（土木工学），ソフト（都市・交通政策）の両面から安全・安心で快適な都市をデザ
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インし，持続可能な社会を実現する人材を育成 

⑧ 先端クリーンエネルギープログラム 

化学全般の基礎知識，及び水素エネルギー，CO2の再資源化，核融合等におけるより幅

広い専門知識を修得し，且つ，高度な研究能力を有する将来クリーンエネルギー産業を支

えうる即戦力の技術者・研究者を育成 

 

  さらに，修了者の活躍の場として期待される企業側からの評価を確認するため，理系大

学院については，平成29年度～令和元年度に理工系学部・大学院，創薬科学科・創薬科学

専攻を卒業・修了した者を2名以上採用した企業等，又は１名採用で富山県，石川県，愛知

県に本社又は事業所等がある企業等にアンケートを行った（資料５，６）。 

  企業等アンケートにおいて、問３．本学大学院の改革構想に関する設問（１）「大学院

理工学研究科における幅広い分野が融合した教育を受けた人材を，これまでの単一の分

野の専門的教育を受けた人材と比べて，より必要と考えますか。」に対して，回答 72 社

中，「極めて必要である」が 17 社，「どちらかというと必要である」が 40 社で大半が幅

広い分野が融合した教育を受けた人材を必要としている。問３．本学大学院の改革構想に

関する設問（２）「大学院理工学研究科の改組構想は，客観的に判断して評価できますか。」

に対して，回答 72社中，「とても評価できる」が 33 社，「少し評価できる」が 25 社で過

半数が評価している。 

  また，問４.社会に対するリカレント教育に関する設問（２）「リカレント教育の一環と

して，貴社・貴機関の社員等を大学院に入学させたいですか。」に対しては，回答 72 社

中，「ぜひ入学させたい」が 5社，「本人の希望があれば入学させてもよい」が 55 社で大

半がリカレント教育に前向きである。 

さらに，問５．大学院修士課程修了者の採用に関する設問（１）「大学院理工学研究科

が設置された場合，当該大学院の修了者の採用についてどうお考えですか」に対しては，

回答 72社中，「積極的に採用したい」が 33社，「どちらかといえば採用したい」が 29社

で，大多数が採用を希望している。このように，本学大学院理工学研究科の改組構想は、

地域の企業から高い評価と期待を受けている。  
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企業等を対象とした富山大学大学院修士課程（主に理系大学院）に関するアンケート 

（抜粋） 

 

問３．本学大学院の改革構想 

（１）大学院理工学研究科における幅広い分野が融合した教育を受けた人材を，これまでの

単一の分野の専門的教育を受けた人材と比べて，より必要と考えますか。 

選択肢 回答 

1．極めて必要である 17 

2．どちらかというと必要である 40 

3．どちらともいえない 12 

4．あまり必要でない 3 

5．まったく必要でない 0 

6．分からない 0 

総計 72 

 

問３．本学大学院の改革構想 

（2）大学院理工学研究科の改組構想は，客観的に判断して評価できますか。 

選択肢 回答 

1．とても評価できる 33 

2．すこし評価できる 25 

3．どちらともいえない 13 

4．あまり評価できない 1 

5．まったく評価できない 0 

6．分からない 0 

総計 72 

 

問４．社会人に対するリカレント教育 

（２）リカレント教育の一環として，貴社・貴機関の社員等を大学院に入学させたいですか。 

選択肢 回答 

１．ぜひ入学させたい（費用は会社等

負担） 
3 

２．ぜひ入学させたい（費用は全部ま

たは一部を本人が負担） 
2 

３．本人の希望があれば入学させてもよ

い（費用は会社等負担） 
13 
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４．本人の希望があれば入学させてもよ

い（費用は全部または一部を本人が

負担） 

42 

５．必要性を感じない 7 

６．その他 5 

総計 72 

 

問５．大学院修士課程修了者の採用 

（１）大学院理工学研究科が設置された場合，当該大学院の修了者の採用についてどうお考

えですか。 

選択肢 回答 

１．積極的に採用したい 32 

２．どちらかといえば採用したい 29 

３．採用したいとは思わない 3 

４．分からない 8 

総計 72 
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資料１※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は
以下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 

医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 
創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 
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資料３
※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は
以下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 

医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 
創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 
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